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ヒトのトキソカラ症の症例が多く報告されるに伴い，

感染源の解明が重要視され，食品中のトキソカラ属線虫

幼虫や砂場の寄生虫卵汚染が注目されるようになった

(近藤ら，1993;MaruyamaetaL，1994)。砂場の虫卵

汚染について，日本では公園の約10％から70％が猫回虫

Tojcocaracatiや犬回虫Ｔ,ｃα"isの虫卵に汚染されて

いたとの報告がある（Ugaetczム，1989；五十嵐・矢富，

1992;Uga，1993；宇賀ら，1993；近藤ら，1994)。著者

らが神奈川県藤沢市内の砂場（25公園，２幼稚園，計500

検体）で行った調査でも，約52％の公園からトキソカラ

属線虫卵が検出されており（鈴木ら，1995)，開業獣医

師とともに動物の適正な飼養管理についての啓蒙活動を

行っている。一方，同市周辺の海岸は海水浴場として利

用されているが，近隣に飼育されているイヌの散歩場所

にもなっており，糞便による虫卵汚染の可能性がある。

海水浴場は公園の砂場とは環境が大きく異なるが，不特

定多数の幅広い年齢層の人間か飲食をする機会もあるの

で，その衛生状態の把握は重要と思われる。公共の場に

おける寄生虫卵汚染は，外国では古くから重要視され，

イギリス（BorgandWoodruff，1973;ＳｎｏｗｅｔａＺ.，

1987）やアメリカ（Childs，1985）などにおいて運動

場や公園を対象とした調査研究が報告されているが，海

水浴場を対象とした報告はない。本調査では，海水浴場

の砂と同地点から採取された糞便について，トキソカラ

属線虫卵の検出を試みた。

調査期間は1994年９月から12月で，調査地域は神奈川

県藤沢市の2海岸（Ａ，Ｂ）および鎌倉市の4海岸（Ｃ，

Ｄ，nＦ）で，Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄ，Ｅ海岸は各20地点，Ｆ

海岸は42地点を対象とした。採材は，Ｆ海岸を除き，各

海岸の波打ち際近くと道路側の各10地点から，それぞれ

砂を1009ずつ採取した。Ｆ海岸は上記に準じ，さらに

浜辺の中間部を加えた。また，砂の採材時に，砂浜で発

見された犬糞と判定される糞便計11検体（Ｄ海岸；５個，

Ｆ海岸；３個，Ｅ海岸；２個，Ｃ海岸；１個）を採取し，

さらに，その周囲の砂を各loogずつを採取して虫卵検

査に供した。

検出方法は，砂を拡げて室温で十分に乾燥させた後，

砂を対象にした浮遊遠心法（宇賀ら，1993;Ugaand

Kataoka，1995）に準じた。糞便材料は，蕨糖液（比

重1.2）を用いた浮遊集卵法で検査した。

砂の検査では，寄生虫卵が142検体中3検体（2％）か

ら検出され，種類はトキソカラ属線虫卵だけであった

(Table1)。検出された虫卵は，厚い卵殻と蛋白膜は保

持されていたが，内部は変性していた。陽性検体はＦ

海岸の波打ち際とＣ海岸の道路側から採取されたもの

であり，虫卵密度は砂1009につき1個であった。

砂浜の探索の結果，Ｃ，Ｄ，Ｅ，Ｆ海岸から計11糞便

が収拾され，Ｅ海岸の１検体から犬鞭虫Ｔｍ伽ris

Uulpisの虫卵が検出された。また，糞便周囲の砂は11検

体すべて陰性であった。

今回，海水浴場における調査の結果，極めて低率では

あるがイヌの散歩コースになっているような海岸では砂

浜にもトキソカラ属線虫卵の汚染があることが明らかに

なった。総合の虫卵陽性率の2％は，近隣の公園砂場で

鈴木ら（1995）が報告している陽性率の約52％に比べ，

著しく低率であった。砂浜の汚染率が低い理由として，

汚染動物の主体が公園では野良猫である（ＵｇａｅｔａＺ.，

1989）のに対し，海岸のそれは飼育（成）犬であり，成

犬の犬回虫卵陽性率が低いこと（近藤ら，1994)，調査

海岸では，多くの犬が散歩している割には飼い主による

処理などにより放置されている糞便が少ないこと，また，

虫卵陽性の糞便が海岸に放置されたとしても，拡散などＣＯ〃eSpo7zde〃Ce：ＳａｄａｏＮｏｇａｍｉ
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TablelPrevalenceofparasiteeggsinthesandsanddogfecescollectedfrom6beachesin
KanagawaPrefecture

Ｃｏｄｅ

ｎａｍｅ

ｏｆ

ｂｅａｃｈ

Ｎｕｍｂｅｒｏｆｓａｎｄｓ Numberoffecesinthebeach

examined TOxocqraegg

positive(96）

collectedeggpositive(96）

Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ
Ｅ
Ｆ

０
０
０
０
０
２

２
２
２
２
２
４

０(0）

０(0）

1（５）

０(0）

０(0）

２(5)

０
０ Ｏ（Ｏ）

０（０）

０（０）

l＊(20）

０（Ｏ）

０（０）

５
２
３

Total 1４２ ３(2) 1１ （９）

*乃/c/ｗ/ＳＩＷ/〃な

により虫卵密度は低くなることなどが考えられた。

今回の成績は，寄生虫感染の場としての海水浴場の関

与を強く示唆するものではない。とくに，多くの海水浴

客が訪れる夏季は，砂浜は強い太陽光線で焼かれ，表層

の寄生虫卵は変性し，感染力を失っている可能性が高い

と推測される（角，1953；森，1957；片倉ら，1986)。

また，今回検出された虫卵は全て変性しており，公園の

砂場でしばしば検出される，子虫が運動,性を有する幼虫

包蔵卵は検出されなかった。しかし，蘆に触れ，経口摂

取の可能性がある砂浜に寄生虫卵が分布していることに

ついては，正しく現状を把握する必要がある。今回の調

査でも，少数ながら飼育犬のものと思われる糞が放置さ

れ，－部からは寄生虫卵が検出されたが，これらの汚染

要因は人間の努力によって容易に制御できる。従って，

今後も継続的な監視と，より強い糞便処理の徹底や定期

的な犬猫の糞便検査と駆虫を励行し，人畜共通寄生虫症

に対する関心と理解を深めていく必要があると考える。
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Depα"me"/q/Medjcα/Zoo/ogy,Ｓｃ/､o/q/Ｖｅｒｅｒｊ"αﾉ?y/Vedjc/"e，
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ToestimatetheprevalenceofToxocａｒａｓｐｐｅｇｇｉｎｐｕｂｌｉｃｂｅａｃｈ，sandsamplesfrom6beacheslocatedin

FujisawaandKamakura,KanagawaPrefecture,wereinvestigatedduringSeptemberandDecember,l994Sand

samplescollectedweredriedthoroughly,sievedwithstainlessmesh,andexaminedfOrparasiteeggsbythecentrifUgal

Hotationmethodwithsucrosesolution(S､Ｇ・;1.2).Ofthel42sandsamplesexamined,TOxocarasppeggswerefbund

in3samples(2％)obtainedfromthetwobeaches・TheprevalenceofToxocarasppeggwaslowerinbeachesthanin

publicparksinthesurroundingcities､Thedetectedeggpossessedthickshellandprotemlayeronthesurface,butits

ovumwasdenaturedTheeggcountinpositivesampleswaslegg/lOOgsandDogfecesthatwasleftinthebeachwas

alsoexaminedfOrparasiteeggsbytheHotationmethod.Ａ乃jc/2"rjJ1wﾉpjseggwasdetectedfromlofllfecescollected

from4beaches．




